


注1）架空電線路用並びに電気事業法第2条第1項第10号に規定する電気事業者及び同項第12号に規定する卸供給事業者の保安通
信設備用のもの（擁壁を含む）並びに電気通信事業法第2条第5項に規定する電気通信事業者の電気通信用のものを除く。

配慮･工夫の一例　景観形成基準対象

集合住宅のバルコニーや共用階段は、周辺
の街並み景観と調和したデザインとする。

形態、色
彩、その
他の意匠

建築物に
対する基
準

工作物に
対する基
準

形態、色
彩、その
他の意匠

・通りに面する集合住宅のバルコニーを可能
な限り、周囲と合せた形態とする。

商業地域に位置する建築物の低層部は、歩
行者の視線を意識し、にぎわいを感じさせ
る形態･意匠とする。

・可能な限り周辺の商業空間との調和を図り
つつ、にぎわいを感じさせるデザインとす
る。

・周辺に建築物のデザインなどに関するルー
ルがある場合は、当該ルールを尊重したデ
ザイン等とする。

中高層部は、遠距離からの見通しを意識し、
整った街並みを感じさせる形態･意匠とする。

・壁面、軒先、小壁などの水平ラインの統一
感を意識する。

色彩基準（P.120～123）に従うとともに、
周辺の街並み景観との調和を図る。

・外壁の色調や素材は、可能な限り原色の使
用を避ける。

建築物に付属する設備機器等は、建築物と
一体的に計画するなど、道路からの見え方
に配慮する。

・建築設備や駐車施設を設置する場合は、道
路側への配置を避けたり、植栽の工夫など
により、道路からの見え方に配慮する。

屋上の設備機器などは、道路からの見え方
に配慮した配置とするなど、中高層部は整
った街並み景観が連なるように配慮する。

・屋上の設備や構造物は可能な限り一箇所に
まとめ、整理するなどの工夫をする。

色彩は、山手通り沿道の色彩基準に従う。 ・色調や素材は、可能な限り原色を避ける。

■表Ⅳ-��　全区間

配慮･工夫の一例　景観形成基準対象

壁面の位置の連続性の確保など、周辺の街
並み景観を踏まえ、良好な景観形成を図る。
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・壁面の位置の連続性の確保など、周辺の街
並みに配慮する。

公開空地を設けるときは、道路などの公共
空間と連続したオープンスペースの確保な
ど、公共空間との関係に配慮する。

建築物周
囲 の 空
地・外構

・公開空地を設けるときは、近接した公開空
地に配慮した外構計画にするなどの工夫を
する。

■表Ⅳ-��　中目黒駅周辺

配慮･工夫の一例　景観形成基準対象

角地に建つ建築物等は、スカイラインを意
識した屋根部の形状や、交差点の景観を意
識した角部の処理、外壁の素材等の工夫に
より交差点の印象を高める。
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準

・周辺の街並み景観を印象づける建築物の角
部の意匠などを工夫する。

■表Ⅳ-��　主要交差点周り（目黒通り、駒沢通り、目黒橋）

届出対象行為 規模

建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更する
こととなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更（ただし
一戸建住宅を除く）

延べ面積1,500㎡以上又は高さ30ｍを超える建築物

建築確認を伴う工作物の新設、増築、改築若しくは移転、
外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩
の変更

煙突、鉄柱、装飾塔、物見塔その他これらに類するも
の（注1）

地上からの高さ30ｍを超える工作物

昇降機、ウォーターシュート、コースターその他これ
らに類するもの（回転運動をする遊戯施設を含む）

地上からの高さ30ｍを超える又は築造面積1,500㎡以
上の工作物

製造施設、貯蔵施設、遊戯施設、自動車車庫（建築物
であるものを除く）その他これらに類するもの

地上からの高さ30ｍを超える又は築造面積1,500㎡以
上の工作物

オ．景観形成基準

　●対象区間の方針      商業拠点、交通の結節点として人々が快適に行き交う環境を整える。

　●対象区間の方針      目印となる主要交差点での印象を高める。

■表Ⅳ-��　

特定区域対象範囲

山手通り

（�）山手通り沿道

ア．山手通り沿道景観軸特定区域のエリア

　・山手通りに直接面する敷地

イ．景観形成の方針

 「都市計画マスタープラン」で「生活創造軸」に位置づけられている山手通りは、区のシンボ

ル的な道路にふさわしい、にぎわいと風格ある景観形成を進めるため、沿道建築物については、

以下の景観整備を進めます。

　　●低層部と中高層部の色彩を変えるなど歩行者と自動車利用者双方に魅力的な景観整備を進

めます。

　　●沿道建築物は、歩行者環境を充実させにぎわいを生み出す低層部と、整った景観をつくる

中高層部を組み合わせていきます。

　　●低層部は歩行者からの視点を意識した通りとしていきます。

　　●中高層部は、車からの視線を意識しすっきりとした街並みを形成していきます。

ウ．適用対象

　　●山手通りに直接面する敷地内の建築物・工作物　　

エ．届出対象行為と届出規模

4. 特定区域における景観形成基準と届出対象
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■図Ⅳ-��　配慮・工夫のイメージ
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バルコニーのデザイン
（周囲とあわせた形態など）

設備機器は通りから見えないよう工夫

中高層部の整った壁面

低層部ではにぎわいを生み出す
（店舗などの開口）

交差点の印象を高める
（角部を意識したデザイン）

◇主要交差点周り



■図Ⅳ-��　配慮・工夫のイメージ
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